
Ⅰ．はじめに

　原木生シイタケ栽培において，木片駒を用いた場合には，ほだ

木育成に１６ヶ月程度の期間が必要であり，その間の気象条件が

ほだ木の育成に与える影響は大きいものがある。

　そこで，原木生シイタケ栽培の安定化のために，ほだ木育成期

間の短縮の研究を行っているが，今回，駒形状（成型駒と木片

駒）と発生操作時期の違いが子実体発生量と発生パターンに与え

る影響について考察を行った。

Ⅱ．材料および方法

〔供試ほだ木〕

　１９９９年２月中旬に市販の高温性５品種（明治７V－７，菌興　

６９５，秋山A－５６７，森Y７６３，セッコーH３）の駒をクヌギ原木

（長さ１ｍ，直径８～１２cm）に接種し，１５時間散水後，センター

内人工ほだ場で８ヶ月育成管理を行った．供試本数は，各品種４０

本とした。また，各品種とも成型駒を接種する試験区（成型駒

区）と木片駒を接種する試験区（木片駒区），さらに，それぞれ

について，接種年より浸水を開始する試験区（接種年浸水開始

区）と，２年目より浸水を開始する試験区（２年目浸水開始区）

を設けた。

〔剥皮調査〕

　１９９９年６月下旬および１０月中旬に剥皮調査を行い，各試験区５

本のほだ木の材表面蔓延率を肉眼判定し，各ほだ木の両木口より

約１０cmの部位から２枚の円盤を採取し，菌糸蔓延部分をトレー

スして断面蔓延率を求めた。また，断面蔓延率を求めた円盤の接

種孔周辺部分の辺材部から１．５cm角のサンプルを取りだし，絶乾

法により比重を求めた。

〔発生操作〕

　接種年浸水区（１年目に浸水開始）においては，品種および駒

形状別に，１９９９年１０～１１月に２回，２０００年６～９月に３回，２００１

年６～９月に４回，合計９回の発生操作（浸水）を行い，規格別

の子実体発生個数と生重量を発生部位（樹皮部，接種孔）別に調

査した。

　２年目浸水開始区においては，使用品種や調査方法は接種年浸

水区と同様であるが，接種年には浸水を行わない代わりに２００２年

にも浸水を行った。発生操作は，２０００年６～９月に３回，２００１年

６～９月に４回，２００２年６～７月に２回，合計９回行った。

Ⅲ．結　果

　図－１に，剥皮調査の結果を示した。図には接種８ヶ月後の断

面蔓延率のデータを示した。
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－成型駒と木片駒の比較－

図－１．各品種の木片駒区と成型駒区における断面蔓
延率（接種８ヶ月後）



　森Y７６３以外の全ての品種において，成型駒区の方が蔓延率が

高い傾向を示した。なお，接種４ヶ月後（６月の剥皮調査）にお

いては，森Y７６３を含め，全ての品種で成型駒区の方が蔓延率が

高かった。

　図－２に，接種８ヶ月後の比重の調査結果を示した。

　森Y７６３とセッコーH３を除く全ての品種において成型駒区の

方が比重が低い結果となった。即ち，腐朽が進んでいると考えら

れた。なお，６月の剥皮調査においては，菌興６９５で同程度である

以外は全ての品種で成型駒区の方が比重が低い値を示していた。

　表－１に，接種年浸水区における，駒形状別の子実体発生量調

査結果を示した。

　成型駒区と木片駒区を比較すると，最終的な発生量については，

菌興６９５以外のすべての品種で成型駒区の方が発生量が多かった。

菌興６９５では木片駒区の方が発生量が多かったが，違いはわずか

であった。個数については，秋山A－５６７以外の全ての品種にお

いて木片駒区の方が多かった。個重については，全ての品種で成

型駒区の方が重かった。

　品種間の違いを比較すると，成型駒区ではセッコーH３が

１２３．１kg ／m３と発生量が最も多く，最も少ない品種の２倍近い量

であった。なお，セッコーH３は個数も個重も最高値を示した。

次いで多かったのは，森Y７６３号で，１１４．７kg ／m３であった。

　木片駒区においても，セッコーH３が１０８．０kg ／m３と最も多く，

最も少ない品種の２倍以上であった。この品種は個重も最大で

あった。次に発生量が多かったのは森Y７６３で，９８．９kg ／m３で

あった。

　図－３に，発生量の最も多かったセッコーH３について，成型

駒区と木片駒区における浸水ごとの発生量の変化を示した。

　接種年の２回と２年目最初の２回の浸水おいては，いずれも成

型駒区の方が発生量が多いが，その後逆転して，木片駒区の方が

発生量が多くなった。成型駒区では４回目，木片駒区では５回目

の浸水において発生量が最大であった。図示しなかったが，この

傾向は他の品種も同様であった。

　図－４に，セッコーH３について，成型駒区と木片駒区におけ

る，浸水ごとの良品率（総個数に対する L，M級品の比率）の変

化を示した。

　成型駒区において，良品率は，浸水３回目までは６０％以上と高

く，とくに年内発生（１回目と２回目）では，７０～８０％であった

が，その後次第に低下し，最終的に２０％以下になった。

　木片駒区においても，良品率は最初高くて次第に低下する傾向

が見られたが，浸水３回目までの良品率は成型駒よりも低く，４

～８回目までは成型駒をわずかに上回る結果となった。

　他の品種にも同様の傾向が見られた。ただ，木片駒区の年内発

生において，発生個数が５０個程度と少ない場合には，成型駒より

も良品率が高くなる場合も見られた（明治７V－７，菌興６９５）。

　図－５に，セッコーH３について，成型駒と木片駒における，

浸水ごとの個重の変化を示した。

　個重は，成型駒区では年内発生（１，２回の浸水）において２２．８

～４１．１ｇ／個を示した後低下し，７回目以降は１０ｇ／個以下と，き

のこが小型になった。

　木片駒区でも同様の変化を示したが，年内発生での個重は１７．９

～２１．０ｇにとどまった。

　成型駒区と木片駒区を比較すると，最初の３回の浸水において

成型駒区の方が重く，その後ほぼ同様の値を示した。

　菌興６９５以外の他の品種においても同様の傾向が見られた。菌
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図－２．各品種における比重の調査結果（接種８ヶ月後）

表－１．接種年浸水区での，各品種における発生個数，重量ならびに個重

菌興６９５森Y７６３セッコーＨ３秋山A－５６７明治７V－７

個重重量個数個重重量個数個重重量個数個重重量個数個重重量個数

１３．７　８９．０　６，５１６ １４．２　１１４．７ ８，０６８１４．２　１２３．１ ８，６３９１１．９　６８．４　５，７３１１３．１　８１．９　６，２５３成型駒区

１１．４　９０．６　７，９４１ １０．７　９８．９ ９，２４４１２．０　１０８．０ ９，０２３１１．６　４９．２　４，２３７９．４　８０．４　８，５５９木片駒区
＊　単位は，個数が個 /m３，重量が kg/m３，個重がｇ/個

図－３．成型駒区と木片駒区における浸水ごとの発生量の変化

図－４．成型駒区と木片駒区における浸水ごとの良品
率の変化（セッコーH３）



興６９５は，１回目の浸水において木片駒区が２６．５ｇ／個と，成型駒

区（１９．７ｇ／個）よりも重かったが，２回目の浸水においてこの関

係は逆転し，成型駒区（２６．９ｇ／個）の方が木片駒区（２５．０ｇ／

個）よりも重かった。

　図－６に，セッコーH３成型駒区について，浸水ごとの接種孔

発生率の変化を示した。

　接種年の２回と，３回目（２年目）まではほぼ１００％接種孔から

の発生であるが，４回目で７６％，５回目以降は４０％以下に低下した。

なお，木片駒区では，接種孔からの発生はほとんどなかった。

他の品種においても同様な傾向が見られた。

　図－７に，セッコーH３について，接種孔発生率と良品率の関

係を示した。

　接種孔発生率と良品率の間には正の相関が見られた。相関係数

の値は異なるが，セッコーＨ３だけでなく全ての品種において正

の相関が見られた。

　表－２に，２年目浸水開始区における，駒形状別の子実体発生

量調査結果を示した。

　成型駒区と木片駒区を比較すると，最終的な発生量については，

菌興６９５以外のすべての品種で木片駒区の方がやや発生量が多

かった。個数については，菌興６９５以外の全ての品種において木

片駒区の方が多かった。個重については，全ての品種で成型駒の

方が重かった。

　品種間の違いを比較すると，成型駒区では菌興６９５が１１７．１kg ／

m３と最も発生量が多かった。なお，菌興６９５は個重も最高値を示

した。次いで多かったのは，セッコーH３で，１１１．７kg ／m３で

あった。

　木片駒区においては，セッコーH３が１１５．１kg ／m３と最も多

かった。次に発生量が多かったのは森Y７６３で，１０１．０kg ／m３で

あった。個重は菌興６９５が最大であった。

　図－８に，セッコーH３について，成型駒区と木片駒区におけ

る浸水ごとの発生量の変化を示した。

　最初の２回の浸水おいては，いずれも成型駒区の方が発生が多

いが，その後逆転して，木片駒区の方が発生量が多くなった。成

型駒区，木片駒区共に２回目の浸水において発生量が最大であっ

た。その他の品種においても同様な傾向が見られた。
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表－２．２年目浸水開始区での，各品種における発生個数，重量ならびに個重

菌興６９５森Y７６３セッコーＨ３秋山A－５６７明治７V－７

個重重量個数個重重量個数個重重量個数個重重量個数個重重量個数

１５．４　１１７．１ ７，６２０１１．７　９９．１　８，４８４１４．６　１１１．７ ７，６３３１４．１　７０．０　４，９７６１１．６　７７．７　６，６９９成型駒区

１３．７　１００．６ ７，３４９１０．７　１０１．０　９，４２９１２．９　１１５．１ ８，９２９１２．８　７３．４　５，７１４１０．８　７８．８　７，２８３木片駒区
＊　単位は，個数が個 /m３，重量が kg/m３，個重がｇ/個

図－６．浸水ごとの接種孔発生率の変化（セッコーH３）

図－７．接種孔発生率と良品率の関係（セッコーH３）

図－８．成型駒区と木片駒区における浸水ごとの発生
量の変化（２年目浸水開始区）

図－５．成型駒区と木片駒区における浸水ごとの個重
の変化（セッコーH３）



　図－９に，セッコーH３について，成型駒区と木片駒区におけ

る，浸水ごとの良品率の変化を示した。

　成型駒区において，良品率は，浸水２回目までは５４．８～６１．６％

以上と高かったが，３回目以降は４０％以下に低下した。

　木片駒においてもほぼ同様な傾向が見られ，良品率は，浸水２

回目までは４７．９～６１．９％以上と高かったが，３回目以降は４０％以

下に低下した。

　成型駒区と木片駒区を比較すると，２回目の浸水までは成型駒

区の方が良品率が高く，３回目の浸水においては木片駒区の方が

わずかに高かった。

　その他の品種においては，セッコーH３よりも良品率が全体に

低いものの同様の傾向を示したが，３回目の浸水まで成型駒区の

方が良品率が高く，その差も大きい傾向が見られた（明治７V－

７，菌興６９５，森Y７６３）。

　図－１０に，セッコーH３について，成型駒区と木片駒区におけ

る，浸水ごとの個重の変化を示した。

　個重は，成型駒区では１，２回目の浸水において１９．３～２５．７ｇ／

個を示した後低下し，４回目以降は１１．０ｇ／個以下ときのこが小型

になった。

　木片駒区でも同様の変化を示したが，１，２回目の浸水での個重

は１５．２～２０．４ｇにとどまった。

　成型駒区と木片駒区を比較すると，最初の３回の浸水において

成型駒区の方が重く，その後木片駒の方がわずかに高い値を示し

た。

　その他の品種においては，最初の３回の浸水ではセッコーH３

と全く同じ傾向を示した。４回目以降においては，セッコーH３

と同じく木片駒区がやや高い値を示す品種（秋山A－５６７，菌興

６９５）と，ほぼ同様の値を示す品種（明治７V－７，森Y７６３）と

があった。

　図－１１に，セッコーH３成型駒区について，浸水ごとの接種孔

発生率の変化を示した。

　浸水１回目はほぼ１００％接種孔からの発生であるが，２回目で

６２．８％，３回目で２６．４％となり，さらに，５回目以降は１１％以下に

低下した。なお，木片駒区では，接種孔からの発生はほとんどな

かった。他の品種においても全く同様の傾向が見られた。

Ⅳ．考　察

　成型駒を使用した試験については，熊田ら（２００２），田原ら

（２００２）等が見られるが，熊田らは仮伏せ方法と散水について検

討し，田原らは多孔植菌の効果を研究したものであり，成型駒と

木片駒を各品種について比較した試験はほとんどない。本研究に

おいては，各駒形状の特徴を明らかにするために，市販５品種を

用いて比較試験を行い，さらに，発生操作時期の検討を行った。

　結論としては，品種によって発生量に差があり，また，駒形状

と発生操作開始時期の違いによって発生量や発生パターンが異な

る傾向が見られることがわかった。

　すなわち，成型駒を使用すると，総発生量が多く，接種１年目

から発生させることができ，また，ほとんどが接種孔からの発生

で，良品率も高く，個重が重いことがわかった。この傾向は第３

回浸水まで続き，その後接種孔発生率も良品率も低下していくこ

とがわかった。接種孔発生率の低下については，田原ら（２００２）

も菌興６９５において観察し，種駒接種個数が少ない場合には低下

が著しいことを報告している。

　一方，木片駒を使用した場合は，１年目には発生が見込めない

が，２年目の後半から発生量が増加した。最終的な発生量は，明

治７V－７と菌興６９５号で僅差である以外は，成型駒を使用した

場合よりも少なかった。

　木片駒を使用する場合，良品率の高い時期に発生が少なく，良

品率が下がる時期に発生が多いことから，効率が悪い可能性が示

唆された。
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図－９．成型駒と木片駒における，浸水ごとの良品率
の変化（２年目浸水開始区）

図－１０．成型駒区と木片駒区における浸水ごとの個重
の変化（２年目浸水開始区）

図－１１．浸水ごとの接種孔発生率の変化（セッコーH３）



　１年目に浸水を行わず，２年目から浸水を開始する場合もやは

り最初の２回の発生において成型駒の方が発生量が多く，その後

木片駒の方が多くなった。総発生量は，成型駒使用よりも木片駒

使用の場合がやや多い傾向が見られた。

　良品率は，浸水３回目から４０％以下に低下した。成型駒使用に

おける接種孔発生率は１回目はほぼ１００％であるが，浸水ごとに

急激に低下した。
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